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研究成果の概要（和文）：本研究は，探究の過程を通して課題を解決するために必要な数理コンピテンシーを，
高校と大学の教員が連携して育成する「課題学習システム」を構築した。具体的には，①附属高等学校数学科お
よびオランダの専門家と連携し，高等学校の教科及び総合的な探究の時間で研究授業を実施し，「感染症の拡
大」の授業実践を国際会議で発表し，著書として発行した．②開発した課題を「日常世界や社会の事象に数学を
活用する力の育成」（高等学校教授資料）を作成し，希望する学校に頒布した、③金沢大学が主幹となり日本数
学A-lympiadコンテストを実施し72チームから最優秀及び優秀２チームを国際本選に派遣し，世界１位と４位に
入賞した．

研究成果の概要（英文）：This study established a “problem-based learning system” in which high 
school and university teachers collaborate to develop the mathematical competencies necessary to 
solve problems through the process of inquiry. Specifically, 1) Lesson Study were conducted in high 
school subjects and in general inquiry hours, and the lesson practice of “Spread of Infectious 
Diseases” was presented at an international conference and published as a book. (2) We prepared “
Developing the Ability to Use Mathematics in the Everyday World and Social Events” (upper secondary
 school) and distributed it to schools that requested it, and (3) Kanazawa University led the Japan
　Mathematics A-lympiad Contest, sending the best and two excellent teams from 72 teams to the 
international finals, where they won first and fourth places in the world. The teams won the first 
and fourth prizes in the world.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グローバル化の進展や人工知能などの技術革新のもとで，社会が急速に変化し予測困難な時代が到来する中で，
一人ひとりが持続可能な社会の担い手として，新たな価値を生み出していく資質・能力の育成が喫緊の課題であ
る．高等学校でも探究的な活動や教科横断的な視点で教育内容を組み立てることは，各学校に委ねられている．
本研究は，今日の喫緊の課題である，探究の過程を通して課題を解決するために必要な数理コンピテンシーを，
高校と大学の教員が連携して育成する「課題学習システム」を構築することで，授業モデルを示し，課題集を作
成し，全国の高校生に新しい高大連携コンテストを実施する点で，学術的かる社会的な意義を有する．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)会が急速に変化し予測困難な時代が到来する中で，一人ひとりが持続可能な社会の担い手とし

て，主体的に課題を発見したり，問題に対して最適解を見いだしたり，解決過程や結果を振り返っ

て評価・改善したりして，新たな価値を生み出していく資質・能力の育成が喫緊の課題である．  

(2)学習指導要領が改訂され，高等学校でも，課題を発見し解決していくために必要な資質・能力を

育成することを目的とし，教科横断的で探究的な学びのプロセスが重視されているが，その具体化

は各学校に委ねられており，明確な原理と模範的な事例の開発と実践が喫緊の課題でである．  

２．研究の目的 

(1) 本研究のは，高等学校数学科において教科横断的で探究的な学びのプロセスを通して課題を

解決するために必要な数理コンピテンシーを，高校と大学の教員が連携して育成する「課題学習

システム」を構築することを目的とする． 

(2) 「課題学習システム」を３つの構成部分から構成し，具現化する：①研究授業を通した模範

授業の例示，②高等学校数学科で利用可能は課題事例集の作成と頒布，③数理コンピテンシーを

育成する高大接続コンテストの実施．  

３．研究の方法 

(1) 「課題学習システム」の基礎モデルとして，オランダのユトレヒト大学フロイデンタール研

究所の「現実的数学教育論」に基づく数学科教科書，全国最終試験問題，教科横断的教科である

NLT，Mascilの教材を，金沢大学附属高校の数学科及び大学の数学教育研究者のチームで分析し，

日本の高等学校の数学科ならびに総合的な探究の時間で実施可能なものに翻案する． 

(2) 「課題学習システム」の具現化の方法として，①の研究授業を通した模範授業の例示に関し

ては，「WWLコンソーシアム事業」に位置付け，教科横断的で探究的な授業の研究授業を実施し，

②の課題事例集に関してはCitoの全国共通試験から課題を選択し資料集を作成し，③の高大接続

コンテストでは，金沢大学で日本数学A-lympiadを実施し，国際本選に優秀チームを派遣する． 

 

４．研究成果 

(1) 研究授業を通した模範授業に関しては，附属高等学校でのWWL研究大

会において他教科と協働して，公開授業を行った．具体的には，「交通渋

滞の解消」（総合的な探究の時間），「適切な心拍数等の指標に基づくス

ポーツ運動の計画」，「薬の適切な服用」，「Covid-19の感染拡大の分

析」の研究授業を行った．いずれの授業でも高校数学で今後重要性が増す

ICT機器を積極的し，数学的モデルを用いてシミュレーションを行う活動

を取り入れた．模範授業として「SIRモデルによるCovid-19の感染拡大の

分析」（数列と漸化式）の研究授業を模範授業とし，ISDDE及びETE-IVの

国際会議で研究発表を行い，その成果を「Stem & Open Schooling for 

Sustainability Education」（会議録）で公開することができた(図１).  図１ ETE-IV会議録 



 

(2) 課題事例集に関してはCitoの全国共通試験をオランダの３種類の学校段階での科目３種類の

科目数学A, B, Cの計９種類の試験問題を全訳し，それらの中から，日本の高等学校数学科におけ

る数理コンピテンシー育成の観点から有望であると思われる課題を選択

し，解答や配点基準を付し，「日常生活や社会の事象に数学を活用する

力の育成：オランダの「全国共通試験」問題」として公刊し，全国の希

望する高等学校等に無償配布した（図２）．この資料が，全国の高等学

校数学科を通した教科横断的で探究的な学習課題を提供するとともに，

生徒が実生活や社会における様々な事象に関心をもち，数学的な見方・

考え方を柔軟に働かせながら，事象を数学化することにより自ら問題を

定式化し，得られた解について多面的・多角的に解釈したり，批判的に

吟味したり，賢明に判断したりする数学的な探究プロセスを通して，数

理コンピテンシーを育成することに寄与することが期待される．      図２ 教授資料 

(3) 高大接続コンテストの数学A-lympiadは，本研究の期間中毎年金沢大学で日本数学A-lympiad

の国内予選を実施し，コロナにより海外渡航が禁止された令和２-３年度を除き，国際本選に優秀

チームを派遣した．表３は，令和２年度から令和５年度における実施状況をまとめたものであ

る．本コンテストは，現在，日本で一般に普及している数学オリンピックのように純粋で抽象的

な数学の知識・技能の高さを個人単位で競い合うものではなく，同じ学校に在籍する３～４人が

チームを組み，現在の世界的課題を背景として作成された実社会に起こりうる問題（英文）を読

み解き，数学の力を利用して社会にとってより良い解決案を提案するもので，グローバルな課題

を発見する力，主体性や活発なコミュニケーションに基づく協働性，レポートを論理的に構成す

る力，英語力等が総合的に試される数理コンピテンシーに焦点を当てたものである．本研究によ

り，数理コンピテンシーの育成を

めざす本コンテストに全国から多

数の高校生が参加し，世界トップ

レベルの成果を収めている．コロ

ナにより研究期間の延長が認めら

れ，令和５年度には，国際大会に

参加したチームが優勝と４位の成績を収めた．  表３ 日本数学A-lymiadの実績 

(4) 本研究の全体を通じて，高等学校数学科において教科横断的で探究的な学びのプロセスを通

して課題を解決するために必要な数理コンピテンシーを，高校と大学の教員が連携して育成する

「課題学習システム」の構築は，概ね，達成することができた．今後は，本研究を継続するとと

もに，これまでに得られた研究成果を全国に発信をし続け，我が国の高等学校における数理コン

ピテンシーの育成に一層邁進していくことが課題である． 
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